
 

令和５年度 全国学力・学習状況調査結果について 

南相馬市立石神第一小学校 
 

 

１ 実 施 日  令和５年 ４月１８日（火） 

 

２ 調査対象  第６学年 児童７名 

 

３ 調査内容 

（１）教科に関する調査（国語、算数） 

    ① 身につけておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活に

おいて不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

    ② 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構

想を立て実践し評価・改善する力等 

（２）児童質問紙調査（学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査） 

 

４ 調査結果 

（１）教科に関する調査 

 

 

 

 

 

（２）児童質問紙調査 

 ①成果が見られた項目 

○ ５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて自分で考え、自分から取り組んで

いましたか。 

○ ５年生までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考え

をまとめる活動を行っていましたか。 

○ 学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりするこ

とができていますか。 

 

②課題が見られた項目 

● ５年生までに受けた授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間などになっていま

したか。 

● 学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習に

つなげることができていますか。 

 

５ 学力向上の取り組み 

今回の調査結果から国語では「B：書くこと」、算数では「B:図形」に関する問題に 

課題が見られました。本校では今後、国語・算数の学習において児童一人一人の学力・学

習状況に応じた学習指導の改善・充実に取り組んでいきます。 

（１）国語科 

①「主体的な学び」：単元の内容や時間のまとまりを意識し、学習の見通しを立てたり学習し 

たことを振り返ったりする時間を確保する。特に「何を、どのように学んだのか」を振り返 

らせることで、学びを深め、次の学びへ向かう力を育成する。 

②「対話的な学び」：対話的な学びとは、「他者との対話」「作品との対話」「自己との対話」 

であり、それらを整理し直し、多様な言語活動を授業に盛り込む。 

③「深い学び」：多様な言語活動を駆使し、自分の思いや考えを広げ深める学習活動を構築し 

ていく。 

 

 国語は、全国平均を上回りました。  

 算数は、全国平均を上回りました。 



 

 

 

（２）算数科 

  ① 児童から「問い」を引き出し、児童が主体的に問題解決できるように工夫する。 

  ② 互いの思いや考えを共有し、総合的・発展的に考察できるように話合いをコーディネート

する。 

  ③ 問題解決の過程で、数学的な見方・考え方を適切に振り返らせ、児童がそのよさを自覚で 

きるようにする。 

  ④ 発達段階に応じて ICT 機器を活用し、個に応じた学力の向上に取り組む。 

 

６ 保護者・地域の皆様へ 

  子どもの学習環境や生活環境づくりについて、保護者や地域の方々のご協力をお願いいたしま

す。 

（１）家庭学習について 

  ○ 子どもが家庭で落ち着いて学習できる場と時間を確保する。 

  ○ 保護者が子どもの学ぶ姿を見て、認め、褒める。 

（２）読書について 

  ○ 家庭で本が読める環境づくりをする。 

○ 学校図書館や市立図書館を活用し、多くの本に接することができるようにする。 

 


